
ZN6

車高測定位置

トヨタ　86 E型　 DBA-ZN6

7.5JJ-18  INSET 48

7.5JJ-18  INSET 48

トヨタ　86 E型

115mm～140mm 130mm

ﾌﾛﾝﾄA寸法 25mm   リヤA寸法 15 mm

GT LIMITED

225/40-18 225/40-18

-0°40′± 0°30′ -1°70′±30′

-25 ～ 0mm -35 ～ 0mm

ZN6  (H26年08月～)

トヨタ　86  KOUKI

0 ± 3mm 0 ± 3mm

135mm～160mm 145mm

350mm

本品をトヨタ８６に取付ける場合
方向指示器の指示部下縁の高さが
地上350mm以上になるよう
調整してください。

ﾌﾛﾝﾄ　  -10mm リヤ　  -15mm
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フロント / リヤ共に、取り外しの手順で左右
を取り外してから、サスペンションキットの
取り付けを行って下さい。

ロアアームにジャッキを当て、ロアアームを持ち上げた状態にしておく。
ナックル下側のフランジナット(a)
ショックアブソーバー下側のフランジナット(b)
スタビライザーリンク下側のフランジナット(c)
ハイトコントロールセンサー下側のフランジナット(d)
を取り外す。

(詳細図　B)

※イラストと実際の形状は異なる場合があります。あらかじめご了承ください。

a b
c d

              締めきり(0段)での使用は破損の原因となり
              ますので、使用しないでください。減衰力

は1～40段の範囲で調整出来ます。構造上40段以上に戻りま
すが、破損の原因となりますので必ず1～40段の範囲で調整
してください。

ショックアブソーバー頂部にあるダイヤルを回して調整します。

右に回していき、止まった所が0段です。この位置が段数を確認

する基準となり、左に戻したクリックの回数が段数になります。

              左右のショックアブソーバーの減衰力は
　　　　　　　必ず合わせてご使用ください。事故等に

つながる恐れがあります。

この部分に工具をかけないでください。

              ショックアブソーバーの破損の
　　　　　　　原因となりますので、左図内の

矢印部分には絶対に工具をかけないでください。

減衰力調整の仕方

減衰力調整ダイヤル上面

a b
c d

ショックアブソーバーを
車体に取り付け、トラン
クルーム内のアッパーマ
ウント取り付けボルトに
用意した新品のフランジ
ナットを仮付けする。

(詳細図    A)

ロアアームにジャッキを当て、ロアアームを徐々に持ち
上げ、ロアアームとナックル、ショックアブソーバー、
スタビリンク、ハイトコントロールセンサーを接続し、
フランジボルトを差込み、用意した新品のフランジナッ
トを仮付けする。
ジャッキでロアアームを持ち上げ、車重がかかった状態
でフランジボルト、フランジナットを指定のトルクで締
付ける。
(詳細図　 B)

指定トルク　(a) 80Nm  (b) 80Nm  (c) 38Nm  (d) 7.5Nm
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